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牛の飼養スペース確保のための屋外飼養技術
１．令和６年能登半島地震により、多数の牛舎が損壊したことから、
牛の飼養スペースが不足しました。本資料では牛の一時的な飼養ス
ペース確保のための屋外飼養技術を紹介します。

２．近年普及が進んでいる電気牧柵を活用することで、牛の屋外飼養
が可能になります（図１，２）。電気牧柵は従来の有刺鉄線による牧
柵に比較し、低コスト※で設置や移設の作業も比較的容易であることか
ら、一時的な飼養スペースの確保に有効です。

３．放牧地が設置される場所に水源がない場合は、タンクに水を入れ
て運搬・供給する必要があります。給餌については、単管パイプ等を
活用した給餌施設を設置します（図３）。
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図１ 飼養スペース確保のための電気
牧柵の整備イメージ
（『周年親子放牧導入マニュアル』を基に作図。）
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図２ 電気牧柵を活用した
水田跡地での放牧

図３ 簡易な給餌施設
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※電気牧柵設置に要する経費は牧区の大きさや形状等に
より異なりますが、試算例として1ha（100m×100m）
への設置に要する経費を191千円とする試算例があり
ます（山口型放牧研究会ほか2004）。
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